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異異性性間間暴暴力力を
防防止止しよう�

� 配偶者等からの暴力（ドメスティック・バイオレンス）、 � セクシュアル・ハラスメント、 � ス
トーカー行為、性犯罪、売買春などの行為は被害者の人権を著しく侵害するものです。本来、これらの行為
は加害者と被害者の間柄や性別を問わず、決して許されるものではありません。
また、これらの被害を受けていても、「家庭内のことだから…」、「個人的なことだし…」と誰にも相談で
きずに苦しんでいる方も多いのではないでしょうか。もし、自分が被害を受けていたら、あるいは知り合い
の人から相談されたら、迷わず専門の相談機関にご相談ください。

＊迷わず身近な相談機関にご相談ください！（DV以外の相談も受け付けています。）
受 付

先着順 予約不要
人権庶務課 内線２２５５
�０４８―４６３―２６９７（直通）

※予約制（１人３０分）
地域づくり支援課 内線２２５４
�０４８―４６３―２６４８（直通）
�０４８―８６３―６０６０
（※DV専門相談）

�０４８―６００―３８００
面接相談、
専門相談は予約制

�０４８―４６５―０１１０
※緊急時は夜間対応

�０１２０―３８１８５８

�０４８―８２２―９１１０
または、＃９１１０

�０５７０―０７０―８１０

DV相談ナビ【�0570-0-55210】最寄のDV相談窓口を紹介します。

場 所

市役所１階
市民相談室

市役所２階
相談室

婦人相談センター
DV相談室

WithYou さいた
ま男女共同参画推
進センター

生活安全課

埼玉県警察犯罪被
害者相談センター

けいさつ総合相談
センター

さいたま地方
法務局

日 時

毎週木曜日 ※祝日の場合はその前日
午前１０時～午後３時

毎月第１月曜日 午後１時～４時
※日程、会場の変更あり

毎週水・金曜日
午前１０時～正午、午後１時～３時

月～土曜日 午前９時３０分～午後８時３０分
日曜日、祝日 午前９時３０分～午後５時

月～土曜日 午前１０時～午後８時３０分
※祝日・第３木曜日を除く

月～金曜日
午前８時３０分～午後５時１５分

月～金曜日 ※祝日を除く
午前８時３０分～午後５時１５分

月～金曜日 ※祝日を除く
午前８時３０分～午後５時１５分

月～金曜日 ※祝日を除く
午前８時３０分～午後５時１５分

名 称

女性総合相談

人権相談

法律相談

婦人相談センター
DV相談

WithYouさいたま
男女共同参画推進
センター相談事業

朝霞警察署

犯罪被害
ホットライン

けいさつ総合相談
センター相談事業

女性の人権
ホットライン

�相談先

朝霞市

埼玉県

警 察

法務局

ドメスティック・バイオレンス（DV）�
DVは、夫婦や元夫婦、恋人など、親密な

関係にある、または、あった者どうしの間で

振るわれる暴力のことを言います。

＊「児童虐待防止法」では、子どもの目の前で行わ
れるDVは児童虐待にあたるとされています。

＊高校生や大学生などの若者たちの間で起こるデー
トDVも深刻な問題となっています。

殴る、ける、たたく、髪をひっぱるなど身体に直接加えられる。

生活費を渡さない、働いて得たお金を取り上げるなど、経済的に身動きできない状況にする。

相手を繰り返し批判したり、否定的なことを言う。すぐ不機嫌になり、どなっ
たり無視するなど、相手の心を傷つける言動を繰り返す。

望まない性的行為を強要したり、見たくないのに、ポルノ雑誌を無理やり見せるなどする。

身体的暴力

経済的暴力

精神的暴力

性 的 暴 力

暴力の
種類（例）

また、電車内での痴漢など、これらはすべて犯罪であり重大な人権侵害です。

（備考）配偶者から「身体に対する暴行」、「精神的な嫌がらせや恐怖を感じるような脅迫」、
「性的強要」を受けた経験。

（資料）内閣府「男女間における暴力に関する調査」（平成２０年）

配
偶
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女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク
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事業主 
2,378

女性労働者 
8,140

男性労働者 621

その他 
2,390

0 2,000 4,000 6,000 8,000 10,000 12,000 13,529件 

�対価型セクシュアル・ハラスメント
労働者の意に反する性的な言動に対する労働者の
対応（拒否や抵抗）により、その労働者が解雇、降
格、減給等の不利益を受けることです。
例）事務所内において事業主が労働者に対して性
的な関係を要求したが、拒否されたため、そ
の労働者を解雇した。

�環境型セクシュアル・ハラスメント
労働者の意に反する性的な言動等により労働者の
就業環境が不快なものとなったため、能力の発揮に
重大な悪影響が生じるなど、その労働者が就業する
うえで見過ごすことのできない程度の支障が生じる
ことです。
例）労働者が抗議をしているにもかかわらず、事
務所内にヌードポスターを掲示しているため、
その労働者が苦痛を感じて業務に専念できな
い。

�「つきまとい等」
ストーカー規制法では、特定の者に対する恋愛感情等やそれが満たされなかったことに対する恨みなどの気持ち
により、その特定の者やその家族などに対して行う次の�～�までの行為を「つきまとい等」と規定しています。

�つきまとい・待ち伏せ・押しかけ �無言電話、連続した電話やファクシミリ
�監視していると告げる行為 �汚物などの送付
�面会・交際の要求 �名誉を傷つける
�乱暴な言動 	性的しゅう恥心の侵害

�「ストーカー行為」
同一の者に対して、「つきまとい等」を繰り返し行うことを「ストーカー行

為」と規定して、罰則を設けています。

セクシュアル・ハラスメント�
セクシュアル・ハラスメントとは、相手が望んでいない性的意味合いをもつ行為を行ったり、発言

したりすることです。
職場におけるセクシュアル・ハラスメントには、「対価型」と「環境型」があります。

セセククシシュュアアルル・・ハハララススメメンントト相相談談
職場でのセクハラに悩んでいる方やセクハラ対応
に悩んでいる事業主の相談に応じています。
受付／埼玉労働局雇用均等室 �０４８―６００―６２１０
相談日／月～金曜日 ※祝日を除く

午前８時３０分～午後５時

ストーカー行為�
同一の人に対し、嫌がっているのにもかかわらず、繰り返し「つきまとう」、「待ち伏せる」、「無言

の電話をかける」、「名誉を傷つけることを言う」などの行為を行うことです。
「ストーカー行為等の規制等に関する法律（ストーカー規制法）」では、被害者に対する援助等や

このような行為を行った者に対する罰則を設けています。

規制の対象となる行為�「つきまとい等」、「ストーカー行為」

このようなストーカー被害についての相談は、
最寄りの警察署へ

ストーカー事案
認知件数
14,657件

（前年より1,194件増）
※被害者の９０．３％が女性

（資料）警察庁統計（平成２０年）

NO� DV、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー、性犯罪、人身取引、売買春、

職場におけるセクシュアル・ハラスメントの相談件数

（備考）都道府県労働局雇用均等室に寄せられた職場におけるセクシュアル・ハラスメントの
相談件数

（資料）厚生労働省（平成２０年度）
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